
河川・水文研究室

いま，水災害研究が熱い！
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研究室訪問可能日は研究室入口のホワイトボードを見てください．



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

教員
武藤 裕則 教授(河川工学)

田村 隆雄 准教授(水文学)

学生
大学院博士後期課程 ３名(社会人２名，留学生１名)

大学院博士前期課程 ４名(社会人1名)

研究生     １名(留学生１名)

学部４年生   ５名

★2019年度、2020年度、2024年度 大学院中間発表「研究奨励賞」受賞
★2020年度修士論文公聴会「優秀発表者賞」受賞
★2022年 Best Student Paper Award 23rd IAHR-APD 受賞

評価・注目される研究！
研究は高く評価，注目されてい
ます．教員の研究も多数のメ
ディアで取り上げられています．

就活に有利！
在籍する社会人大学院生だけで
なく，研究室OBの訪問数も多
いので，様々なアドバイスを貰
えます．研究室55年の伝統は
価値ある財産です

幅広い視野を養える！
社会人や留学生との交流で広
い視野を得られます

研究室の
構成



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

月 研究室の主要行事

4月 お花見，研究室ゼミ前半(~8月上旬)，新年度会

5月 土木学会四国支部技術研究発表会＠松山

6月 災害避難支援マップづくり(北井上地区 ～10月)

7月

8月 ３年生歓迎会

9月 講座旅行(淀川流域予定)

10月
研究室ゼミ後半(~12月)
災害避難支援マップづくり(下町・一宮地区 ～2月）

11月 香川大・徳島大水工系研究室合同ゼミ＠香川

12月 卒研中間発表会，忘年会

1月

2月
卒研発表会，卒論再提出
卒論お疲れ昼食会

IAHR研究発表(パナマ2019)

合同ゼミ(淡路島2019)

講座旅行(仁淀川2019)

充実の研究室活動③
週1回の研究室ゼミでは，雑
誌購読や卒研進捗報告等を
行い，専門知識を深め，プ
レゼン力を磨きます

充実の研究室活動①
プロポーザル方式で講座旅
行先を決定します

充実の研究室活動②
1泊2日のゼミで広い交友関
係を作ることができます

研究室の
年間予定



〇大学院進学(進学希望者大歓迎)
〇就職

・官公庁
国土交通省，徳島県，岡山県，東京都，和歌山県，
神戸市，岡山市，和歌山市など

・コンサルタント
パシフィックコンサルタンツ，八千代エンジニアリング，
建設技術研究所，中電技術コンサルタント，復建調査設計，
四国建設コンサルタント，ニタコンサルタント，フジタ建設コンサルタント，
綜合技術コンサルタント，西谷技術コンサルタントなど

・ゼネコン，建築会社等
清水建設，大成建設，五洋建設，戸田建設，香山組，村上組，
蜂谷工業，レールテック，NIPPO，JFEエンジニアリング，
四電工，前田道路，JR四国，はなおか など

計画・設計に強い！
伝統的に官公庁やコンサルタン
トが多いですが，近年はゼネコ
ンや建築会社に就職する学生も
少なくありません．

詳しいこと
は研究室訪
問で尋ねて
ください！

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
卒業生の
進路



短時間強雨の増加
地球温暖化が理由と考えられる1時

間降水量50mm超の強い雨が降る回数
が増えています。
1976～1985年の10年間の年間発

生回数が平均174回だったのに対し、
2010～2019年では平均251回と約
1.4倍になっています。

水災害の増加と流域治水
気候変動の影響により、気温が上昇傾

向にあり、強雨が増加、水災害の危険性
が高まっています。
避難が必要となる「氾濫危険水位」超

えの洪水が多発傾向にあり，大きな被害
が発生しています。
流域治水(次のページで説明)で水災害

対策を進めることが大切です。
出典：国土交通省HP「カワナビVol.11」
https://www.mlit.go.jp/river/kawanavi/prepare/vol11_1.html

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
水災害
研究の
必要性



国土交通省HP「流域治水プロジェクト」

流域治水

流域治水とは、気候変動によ
る水害の激甚化・頻発化を踏ま
え、河川整備だけでなく、集水
域から氾濫域まで、流域に関わ
るあらゆる関係者が協働して水
害対策を行う考え方です。

具体的には、堤防の整備やダ
ムの建設・再生などの対策を加
速するとともに、流域全体で水
害を軽減するためのハード対
策・ソフト対策を講じます。

令和3年3月末で全国の一級水
系(109水系)、二級水系(12水
系)で策定・公表されています。

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
流域治水
って何？



緑のダム(森林の洪水低減機能)

田んぼダム(水田の洪水低減機能)

流域

避難支援マップ(ソフト対策)

田村(水文学)

耐水害住宅（出典：一条工務店HP）

粘り強い堤防(ハード対策)

田村(水文学)

武藤(河川工学)

武藤(河川工学)

武藤(河川工学)

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
主な研究
テーマ



河道の流れと河床変動に関する研究

グリーンインフラ（GI）による洪水軽減に関する研究

・水制による砂州のダイナミズム復元（D3高野，林本修論2025，M1水上）
・置き土による河床変動の数値計算（森本卒論2024）

・田んぼダムによる貯留効果の検証（小池卒論2025）
・洪水氾濫の環境学的・文化人類学的評価（M1東山，M1中村）

建築物の耐水安定性に関する研究

・建物の配置が局所洗掘に与える影響（水上卒論2025）

住民の水害意識・水害対応に関する研究

・藍住町民の水害意識調査（工藤卒論2021）

堤防の耐越水性能向上に関する研究

・繰り返し越水を受ける堤防の補強策の開発（D2 Arzu，研究生Anwar）

河川整備計画のあり方に関する研究

・確率論的洪水氾濫ハザード評価手法の開発

山地斜面における土砂生産・流出に関する研究

・土砂生産・流出モデルの開発と適用性評価（D1大寺）

2025年度 河川グループ(武藤)



河道内の流れと河床変動

• 河川Gの本流・伝統的テーマ

• 河道災害や河川環境を考える上での基礎と
なる部分

• 題材は，那賀川，吉野川など地元の河川

• 実験，数値解析を駆使

• 構造物を利用して環境条件を調える研究は
あまり例がない

伝統を受け継ぐ
担い手募集

伝統的河川構造物
の新たな利用法



グリーンインフラによる洪水軽減

• 海陽町，阿南市，鳴門市といった地元（農家）を
対象とした研究

• 計算のプラットフォームは完成

• 現地観測とシミュレーションで検討（今年度は阿
南，美馬，鳴門，飯尾川）

• グリーンインフラの多面的（基盤）機能評価とい
う観点で，生態学（鎌田）研と共同

• 洪水氾濫の文化人類史的評価という新たな展
開（総合科学部・内藤研と共同）

• 「流域治水」にダイレクト繋がる

これまでの
蓄積あり

全然異なる
分野との共同



（一級河川・那賀川水系）検討の対象：大津田川流域

流域面積: 5.0km2 / 氾濫解析の対象領域: 2.32km2

那賀川

桑野川

グリーンインフラによる洪水軽減
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（0.1ｍ未満の浸水は除く）

最大浸水範囲
の重ね図

■ 100分の1
■ 50分の1
■ 10分の1
■ 2分の1

■建物

①水田は氾濫水を
どの程度まで貯留
できるか

グリーンインフラによる洪水軽減

小谷卒論2017



水田の生態系サービス
• 供給サービス

✓ 食料生産
✓ 水資源貯留

• 調節サービス
✓ ヒートアイランド緩和
✓ 洪水調節
✓ NOx, Soxの濃度調整
✓ 二酸化炭素吸収
✓ 有害物質吸収

• 文化的サービス
• 基盤サービス

水田→宅地への利用転換に関する費用便益分析

¥559
/m2/yr

土地利用転換による利益
• 地価上昇

¥17,000
/m2

土地造成
• 盛り土
• 整 地
• 地盤改良
• 土留工等

¥10,590
/m2

河川改修
• 河道整正
• 浚 渫
• 築堤・護岸工

¥57,500
/m3/s/m

¥6,410
/m2

¥1,210
/m2

¥57,500×15m3/s×1,400m
÷

2.32km2×10%
＝ ¥5,200 /m2

グリーンインフラによる洪水軽減（経済評価）

小谷卒論2017



今年度の課題：水田に，より積極的に水を貯める

14
標 高 土地利用状況

※ 5mメッシュを用いた分類

土地利用 面積 (km2/%)

水田 1.62 / 66

道路 0.23 /   1

建物 0.15 /   9

森林 0.09 /   5

水域 0.10 /   4

耕地 0.10 /   4

荒地 0.13 /   6

グリーンインフラによる洪水軽減

（田んぼダム）



徳島新聞「水害対策を住民の手で 治水の手法「田んぼダム」とは 2022年9月1日(木)

「徳島新聞」で「田んぼダム」の解説をしました

気候変動で頻繁に豪雨が降るようになり、ダムや堤防だけでは水害を防ぐのが難しくなりつつあ
る。そこで、雨水を水田にためて浸水被害を防ぐ「田んぼダム」と呼ばれる取り組みが県内でも始
まっている。「流域治水」という考え方で、水田や森林、ため池などさまざまな場所で雨水を受け
止めて、被害を最小限に抑えることを目指す。広がりには住民の主体的な参加が欠かせない。

「流域治水」どう取り組む 徳島大の武藤裕則教授に聞く
堤防の強化や河床の掘削などの河川整備を進めつつ、流域全体のさまざまな場所で雨水をためる

などして水害を防ぐ「流域治水」。私たち住民はどんな取り組みができるのだろうか。徳島大の武
藤裕則教授(河川工学)に聞いた。

―今回、田んぼダムを取材しました。水田はそれ自体に雨水をためる機能がありますよね。
水田は水をためる構造をしています。海陽町の海部川河口の地域で研究したことがあります。低

い場所に水田が広がり、それが洪水や内水氾濫による被害を一定程度防いでいることが分かりまし
た。宅地開発や耕作放棄が進めば、水をためる機能が低下します。昔の人は利にかなった土地利用
をしており、それを生かす形でこれからの街づくりも進めてほしいと思います。田んぼダムはもう
一歩進んだ取り組みと言えます。

出典：2022年9月1日徳島新聞(一部抜粋)



山地斜面における土砂生産・流出に関する
研究

•県内の山中・森林を対象とした研究（海部川？福
井川？）

•水文班とも関連するテーマ

•様々な現地データを集め，解析していく作業

• モデルの基本形はできているが，どうやって精度
を上げていくか．

•流砂量計測法の開発：誰もやったことのない研究

•場合によってはpLEDとの共同研究に発展かも？

16

広大な山地を対象

データがない／データだけ
ではわからない部分を潰し

ていく作業

新展開？



建築物の耐水安定性

•「流体力」という古典的な研究（文献は結構ある）だ
が，昨今の水害の頻発により脚光を浴びている

•「流れがどういう状況で建物が壊れるのか」の実態
はほとんど未解明

•「流れによる力を計測する」という面（水理学）と，
「流れによって構造物が破壊される」という面（建築
構造）からの研究が必要

•場合によっては水害後の調査に行くことも

建築学に興味を持ち，
自学自習と創意工夫
でチャレンジ！



河川整備計画のあり方

•昨年度から新たに始めた共同研究：滑川先生，奥
嶋先生，馬場先生

•河川Gでは，河川整備計画（堤防，ダム等）を対象
に，価値（Value）評価に基づく整備水準の設定手
法の確立（確率降雨からの脱却）を目指す

•水工学（水害リスク評価）＋経済学（費用便益分
析）→ 計画学

•資料調査＋シミュレーション
4研究室合同勉強会

でいろいろな先生から
指導が受けられる



１．森林の洪水低減機能（水文Gの伝統研究，四国・徳島に欠かせない研究）

１）森林の降雨遮断能評価に関わる模型実験
２）線状降水帯による大雨に対する森林の洪水低減機能の効果
３）北陸・東北・北海道の森林の洪水低減機能の定量的評価

２．防災マップ(徳島市防災対策課との共同事業）

１) 災害避難支援マップの改良・改善に関する研究

３．グリーン・カーテン（2025年はお休み）

４．その他
１）天体望遠鏡博物館と周辺地域の防災力に関する研究
２）日本酒醸造に及ぼす降水量変化の影響

2025年度 水文グループ(田村)

趣味を兼ねた
研究活動

徳島市役所と
の協働事業

先進的林業家
との協働研究

地球温暖化時代
の省エネ・エコ
ロジー研究



暖かく
湿った空気 上昇

降水

①日本の森林は
国土の66％

②山地は地形効果で雨が降りやすい
（水源地）

日本の国土面積
37.8万km2

OECD加盟国中第2位 (国際連合食料農業機関,2015年)

徳島県の森林率76％(都道府県9位) (林野庁2017年)

水田は国土の6％

水源

洪水

③日本では山地＝森林

森林の状態(荒廃)が
洪水規模を決める

１-1．森林の洪水低減機能に関する研究 なぜ森林に注目するのか？



1-2．森林の洪水低減機能 ３つの作用が重なって洪水低減機能となる

雨
量

流
出
量

時間

地下水流出

中間流出

表面流出

洪水主成分

森林の洪水低減機能を構成する３つの作用

①降雨遮断(樹冠) 地表に届く雨量を減らす
②雨水貯留(土壌)  短期的な流出量を抑える
③流下阻害(地表面) 表面流を抑える

降雨

①降雨遮断

樹冠通過

②雨水貯留 流出 中間流出

地下水流出

浸透 表面流出

③流下阻害

洪水ハイドログラフと流出成分
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早い中間
流出
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遅い中間
流出

地下水
流出

表層タンク

地下水タンク

xS

gS

λo

林外雨

樹冠通過雨

地表面流分離直列２段タンクモデル
(研究室独自開発モデル)

表面流出

地表到達雨量

1-3．研究手法 現地観測と流出シミュレーションで森林の機能に迫る

森林域の雨水流出過程

モデル化

森林域の雨水流出過程のモデル化

現地観測とコンピュータシミュレーションから，
森林の各部位がどんな効果を発揮するのか，数量
的に評価します



91

136

81

52 60

33

118

41
19

116

48 55

28
9

22 15
27

77

21 25 18 21
9 17

2 12 18
6

17
6 2 5 12 11 3 5 1

174

172

194

213

167

179

91

160

134

69

118

44

3

67

3
29

61

3

32 26 31 30
41 25

38
38

12
12

12
18

10 15 3 3
0 1 1

91

45

60
55

90

72
55

44

69
27

12

31

93
23

73
53

3 8

26 28 29 25 17
20 21 7

20
31 20

6
15 5 4 2

3 1 30

50

100

150

200

250

300

350

400

松
尾
川
ダ
ム
流
域

貞
光
川
流
域

新
宮
ダ
ム
流
域

穴
内
川
ダ
ム
流
域

池
田
ダ
ム-

岩
津

池
田
ダ
ム
流
域

長
安
口
ダ
ム
下
流

三
繩
ダ
ム
流
域

橋
本
林
地

園
瀬
川
流
域

早
明
浦
ダ
ム
流
域

天
神
川
流
域
（
穴
鴨
観
測
所
）

広
岡
川
流
域

千
足
川
流
域

宍
喰
川
流
域

斐
伊
川
流
域
（
木
次
観
測
所
上
流
）

目
屋
ダ
ム
流
域

長
安
口
ダ
ム
上
流

日
野
川
流
域
（
大
宮
観
測
所
上
流
域
）

四
万
十
川
流
域
（
大
正
観
測
所
）

江
の
川
流
域
（
川
井
観
測
所
）

佐
波
川
流
域
（
三
谷
観
測
所
）

草
木
ダ
ム
流
域

富
田
川
流
域

太
田
川
流
域
（
湯
来
観
測
所
）

勝
浦
川
流
域

重
信
川
流
域
（
表
川
観
測
所
）

佐
波
川
流
域
（
仁
保
津
観
測
所
）

肱
川
流
域
（
明
間
観
測
所
）

富
郷
ダ
ム
流
域

高
津
川
流
域
（
円
の
谷
観
測
所
）

仁
淀
川
流
域
（
池
川
観
測
所
）

江
の
川
流
域
（
竹
の
花
観
測
所
）

仁
淀
川
流
域
（
下
八
川
観
測
所
）

佐
用
川
流
域

土
器
川
流
域
（
明
神
観
測
所
）

吉
井
川
流
域
（
羽
出
西
谷
観
測
所
）

流
域
地
中
水
貯
留
高
S m

a
x 

(m
m

)

1-4．考察手法 どんな森林が高い機能を持つのだろう －土壌水分量の比較
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1-5．応用 林相改善(針葉樹→針広混交林）で洪水流量はどれほど減少するか

改善



日本テレビ系「所さんの目がテン」＃1665『はじめてのチェーンソー＆林業家に弟子入り』2023年3月5日(日)

成果の紹介 ①「所さんの目がテン」

1)『私たちの命と暮らしを守る「緑のダム」そのメリット・デメリットを考えてみよう，
    WAOサイエンスパーク，ワオ・コーポレーション，2014/06/24
2)『森林の洪水低減機能の効果とその限界』，防災カフェ，FM徳島，2021/05/14
3)『連続テレビ小説「おかえりモネ」第17週「わたしたちに出来ること」(第82回)』，NHK，2021/09/07
4)『豪雨や台風による水害は増えたのか?水文学の専門家に聞く治水技術 田村隆雄准教授インタビュー』，

Yahoo!JAPAN SDGs，Yahoo!JAPAN，2022/11/18
5)『#1665 はじめてのチェーンソー&林業家に弟子入り』，所さんの目がテン，日本テレビ，2023/03/05

◆森林の洪水低減機能の研究に関する報道等の実績



TBSドキュメンタリー映画祭2024上映作品 2024年3月15日 全国６都市ロードショー

成果の紹介 ②映画「サステナ・フォレスト」



NHK 連続テレビ小説「おかえりモネ」第17週(第82回)『わたしたちに出来ること』2021年9月7日(火)

成果の紹介 ③「おかえりモネ」

野坂「樹木の枝や葉は、雨の一部を蒸発させて洪水ピーク
を遅らせるというデータも出ています」「洪水氾濫を防ぐ植樹プロジェクト」

新規事業審査会最終選考シーン

番組に提供した研究成果資料

徳島県橋本林地



2-1．災害避難支援マップの研究 まち歩き，ワークショップ

石垣塀の高さを計測 気づきをメモ

ワークショップ マップ作り



2-2．災害避難支援マップの研究 まち歩きで避難の盲点を明らかに！

佐古クレストビル
（徳島市津波避難ビル）

避難時の
入口はどこ
でしょう？

ここかな？ここかな？

正解はここ！
これは事前に知って
おかないと立往生して危険！
分かりやすくマップ化



2-3．災害避難支援マップの研究 まち歩きの成果のマップ化

工夫①
敷地の入口と建物進入口
(非常階段)を2種類の矢
印で明示

工夫②
写真で分かり
やすく説明



2-4．災害避難支援マップの研究 災害・避難情報のマップ化



2-5．災害避難支援マップの研究 災害・避難情報のマップ化



四国新聞2011年5月20日
コラム「一日一言」(一面)

広報とくしま2009年4月15日
トップページ

NHK趣味の園芸
緑のカーテンの育て方
2014年

3-1．グリーンカーテンの研究 新聞,TV,雑誌などで紹介された研究成果



「The National」特集記事
（アラブ首長国連邦 有力新聞紙)

2017年2月27日

「所さんの目がテン」
＃1134“夏を涼しく エコ作戦” 2012年6月9日

1) 省エネ効果を数値化へ ゴーヤーを使った「緑のカーテン」，徳島新聞， 2007.05.29.
 2) 「緑のカーテン」２年目の夏，朝日新聞(徳島版)， 2007.05.31.
 3) 「自然の力で涼しい夏を」，おはようとくしま，四国放送， 2007.08.07.
 4) ゴーヤーで緑のカーテン，産経新聞(徳島版)， 2007.08.29.
 5) 2年目も生育順調 上板町役場のゴーヤーカーテン，徳島新聞， 2007.08.30.
 6) 上板グリーンタウンミーティング，かみいたテレビ， 2007.09.01.
 7) 上板町の庁舎窓際ゴーヤー栽培実験，読売新聞(徳島版)， 2007.09.02.
 8) 上板町役場緑の日よけ効果，徳島新聞， 2007.09.02.
9) 「天然クーラー」証明，朝日新聞(徳島版)， 2007.09.03.

10) 「緑のカーテンをつくろう」，530フォーカス徳島，四国放送， 2008.06.18.
11) 「ぴーぷる」，徳島新聞， 2008.08.09.
12) 環境異変第5部・うだる列島，乾く川，地方紙・共同通信企画，徳島新聞等， 2008.08.13.
13) 徳島のニュース，ＮＨＫ総合， 2008.09.16.
14) ふるさとラジオ「列島リレーニュース」，NＨＫラジオ第一， 2008.09.16.
15) 徳島県上板町「ゴーヤで創る環境のまち」（平成19年度地域づくり総務大臣表彰 31団体の活動） (財)地域活性化センター・制作ビデオ
16) ゴーヤーで冷却省エネ効果報告，朝日新聞， 2008.09.23.
17) 屋内気温1.8度低下，徳島新聞， 2008.09.28.
18) 緑のカーテン，琉球新報， 2008.09.17.
19) エコアクション21 広報DVD（ミニハウス画像），あいおい損害保険株式会社， 2009.07.
20) 緑のカーテンモデル事業「緑のカーテンの効果」，徳島市ホームページ， 2010.01.06.
21) 緑のカーテン増殖中，朝日新聞(愛媛版)， 2010.08.12.
22) 緑のカーテンモデル事業「緑のカーテンの効果」 徳島市ホームページ， 2011.02.15.
23) 一面コラム『一日一言』・緑のカーテン，四国新聞，1面(総合)， 2011.05.20
24) 『スッキリ！！』，日本テレビ， 2011.06.23，（資料提供）
25) 緑のカーテン 効果学べ 韓国から視察団，徳島新聞，19面(地域)， 2011.09.01
26） あすたむゴーヤー緑のカーテン『親子ふれあい学習』チラシ，あすたむらんど徳島， 2012． （写真提供）
27) 所さんの目がテン(#1134) ～夏を涼しく(秘)エコ作戦～ ，日本テレビ， 2012.06.09，（実験協力，資料提供，コメント）
28) 緑のカーテンの仕組みとその効果，住まいとでんき，2013年5月号（Vol.25, No.5），pp.13-16，日本工業出版．
29) ゴーヤーでみどりのカーテンをつくろう，パンフレット，大洲環境とエネルギー研究会， 2013. （資料提供）
30) 平成26年度適性検査（資料14，資料15），千葉県立千葉中学校， 2013. （資料提供）
31) データで見る緑のカーテン，NHK趣味の園芸「これでわかる！緑のカーテンの育て方」，p.63，NHK出版， 2014.04.21 （資料提供)
32) 「宮川大介・花子のハテはてな？」，”まだ間に合う！グリーンカーテンの作り方って？，山陰放送， 2014.05.25，（資料提供）

◆グリーンカーテンに関する報道等の実績

3-2．グリーンカーテンの研究 新聞,TV,雑誌などで紹介された研究成果



各研究の詳細，研究室ゼミ，プロジェ
クト演習，就職活動などは研究室訪問で
お答えします．

皆さんの訪問をお待ちしています！

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
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